




　　　A Study of Musical Analysis(PartⅣ)
　　　　 ―Theoretical and Aesthetical Analysis of 



















































































































































































































曲 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
Ma ＊ ※ ＊ ＊，＊i ＊ ＊ ＊，＊i ＊ ※ ＊ ＊ ※
Ma－R ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊r ＊
Mb ＊ ＊ ＊ ＊ ＊，＊i ※ ※ ＊，＊i ＊i ＊
Mc ＊ ※，＊P ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ※ ＊ ＊
構成要素
F ＊i ＊i ＊ ＊ （＊） ＊i ＊i ＊ ＊i
R ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
0 ＊d ＊ ＊ ＊ （＊） ＊
Acc． ＊ ＊ ＊ ＊ （＊） ＊ ＊ ＊ ＊ （＊）
n ＊ ＊
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上記の2つの表から，次の諸点を明らかにすることができる。
1）二曲の主調は常に属調関係に，すなわち5度圏右まわりに推移する。
2）第6曲と第7曲との間に調性選択の断層が存在する。
3）調性選択の断層は，ダ・カーポを計算に入れて，全曲のちょうど中央に位置し，前後
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　の丁数をシンメトリカルに2分する。
4）断層の後は，下属関係調から原調へ復帰する過程をたどる。
5）後半の中央には遠隔調gis－mollが置かれ，属島関係で推移する前後3曲ずつをシンメ
　トリカルに，あたかもカーテンのごとく隔てている。
6）形式選択の断層をまたぐ調関係が認められ，予知と残響の意味が与えられている。
7）前半と後半それぞれに転調頻度の漸増傾向が認められ，曲の進行につれて調性におけ
　る流動性と緊張が高まるよう意図されている。
8）形式の配置は全体にわたり，きわめて精緻なシンメトリーを形成している。
9）第7曲と第8曲との間に形式選択の断層が存在する。
10）断層の後の形式選択は，図の導入や要素使用数の増加等によって，より幅広いものと
　なっている。
11）断層を境界として，前半と後半それぞれに，形式選択の美しいシンメトリーが形成さ
　れている。
12）ダ・カーポ部分と後半の開始部分（第8曲圏）を介して，断層をまたぐシンメトリー
　が見られる。
13）シンメトリーの形成意図は，調性配置と形式配置の両方に働いていると考えられる。
14）調性選択の断層と形式選択の断層をワンポイントずらすことによって，連想関連や要
　素関連の脈絡が途切れないように配慮されている。
IV結語
　R．シューマンの『子どもの情景』に関する分析的研究を終えるにあたり，3編の論文に
よって明らかにすることができた結論を要約しておきたい。
　第一に，この作品は「標題を伴う大きな変奏曲」である。一見ばらばらに見える個々の
作品を結合し，作品全体に統一と変化を与える中心的手法は，「要素関連と連想関連の結合」
である。連想関連には，反対連想関連や数関連が結び付いている。第1曲に提示されたモ
ティーフや他の諸要素は各曲の構成にバランスよく活用されている。またこれらの要素は，
終曲へ向かうに従って使用頻度の高まりが見られ，音楽的緊張の漸増を条件付けている。
　第二に，全曲の中には，第3曲「鬼ごっこ」や第7曲「夢想」のように高い独立性を示
している作品もある。これらの作品は，標題性を除去した純音楽的分析（絶対音楽的分析）
にも十分耐え得るも．のである。そこには徹底したモティーフ操作が見られ，フレーズの接
続部分ぎりぎりの細部にまで及んでいる。また，これとは反対に，譜面では完全に変容し
切った，しかしその内部にモティーフを包みこむ「内面的モティーフ操作」も行われてい
る。これらの作曲技法は，小品という「制限性」が生み出した繊細な，ロマン主義的技法
である。
　第三に，クライマックスの形成に際して「心理的クライマックス」を導入し，ロマン主
義的表出力を大いに高めている。第7曲「夢想」においては，先行する「形式的クライマッ
クス」に「心理的クライマックス」が対置される。第10曲においてはこれと異なり，「形式
的クライマックス」を欠き，「心理的クライマックス」が最終音へのクレシェンドによって
示される。
　第四に，古典的形式のロマン主義的再生が図られている。3部分形式や4部分形式，ロ
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ンド形式，ダ・カーポ形式，変奏形式が用いられているが，これらは何らかの意味におい
て標題性と結び付いている。
　第五に，作品全体の統一性にかわって，「シンメトリーの原理」が応用されている。最も
典型的に見られるシンメトリーは，「形式配置のシンメトリー」である。
　第六に，ロマン主義的創作態度と深くかかわる「逆説性の原理」が，第12曲「眠る子ど
も」に集中的に適用されている。この原理は，第二に述べた「制限性」と深く結び付くも
のである。
　以上の分析を通して明らかにすることのできた事も多いが，また明らかにできなかった
点も多い。特に分析方法ともかかわって，「形式判定のあり方」には異論が多いことと思わ
れる。この論文における結論は，この作品のロマン主義的諸特質を整理するための一方法
であると理解されたい。
　緒言において述べたごとく，R．シューマンの『子どもの情景』に関しては俗説も多く，
核心をそれた分析や誤った解釈が見うけられることも事実である。この論文がこれらの俗
説を幾分なりとも是正し，この作品を正しく理解するための指針を与えることができたと
すれば幸いである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
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【付記】
　分析結果の考察を通して，第3曲の形式分析を3部分形式へと変更した。この解釈の変更は，「形式配置
のシンメトリー」から導かれたものであることを付記する。（長崎大学教育学部人文科学研究報告第39号を
参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成2年2，月28日受理）
